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インスメタルインスメタルインスメタルインスメタル、、、、屋根修理工事屋根修理工事屋根修理工事屋根修理工事がががが完了完了完了完了（（（（産業産業産業産業新聞新聞新聞新聞、、、、１０１０１０１０／／／／４４４４））））    

㈱インスメタル（浦安市、福井英人社長）はこのほど、千葉営業所・八街工場の屋根

修理工事を完了した。老朽化が目立っていたためで、年内に外壁及び看板の修理工事も

行う。同工場は、９３年にレーザ専門工場として開設。産機向けなどを中心に、本社・

浦安工場の仕事などをこなしているほか、地場の取引先を開拓。板厚３２ミリまで対応

可能なほか、３次元加工機などレーザ４台体制で、月間 200～300 ㌧を切断している。

このほか、昨年開設したレーザ溶接センターも順調に稼働しており、初年度から黒字を

達成している。今年は同社創業５０周年の節目の年でもあり、工場建屋を刷新する。 

    

太陽太陽太陽太陽シャーリングシャーリングシャーリングシャーリング、、、、アートギャラリーのアートギャラリーのアートギャラリーのアートギャラリーの展示充実展示充実展示充実展示充実（（（（産業新聞産業新聞産業新聞産業新聞、、、、１０１０１０１０／／／／９９９９））））    

太陽シャーリング㈱（広島市、浅利重法社長）は、本社事業所の３階部分を利用して

開設しているアートギャラリーの展示を充実させた。ギャラリーは昨年８月に開設。同

社の横溝政志・前社長が描いた絵画や、彩色魚拓とともに、本年度から新たに写真の展

示も開始。会社設立時から現工場建設、設備の増設など同社の歴史を当時の写真ととも

に振り返るコーナーも設けた。また、社内行事の様子も写した写真も多数掲示している。

現在は今年２月の鹿児島への社内旅行と８月に開催した「安全決起焼肉大会」の様子を

紹介している。ギャラリーは商談に訪れた取引先にも見学してもらっており好評を得て

いる。 

 

藤田金属藤田金属藤田金属藤田金属、、、、長岡長岡長岡長岡にレーザにレーザにレーザにレーザ機新設機新設機新設機新設（（（（産業産業産業産業新聞新聞新聞新聞、、、、１０１０１０１０／／／／９９９９））））    

藤田金属㈱（新潟市中央区、今井幹文社長）は、長岡支店にレーザーセンターを開設

して、レーザ切断機を新設するとともに、燕市の県央レーザーセンターで設備の更新を

行った。総投資額は合わせて約２億円。これにより、同社の県内レーザーセンターは、

新潟市内の工場を含む３拠点体制で、ユーザーニーズにきめ細かく対応してゆく。 

    

飯塚鉄鋼飯塚鉄鋼飯塚鉄鋼飯塚鉄鋼、、、、鋼材鋼材鋼材鋼材センターをセンターをセンターをセンターを拡張拡張拡張拡張（（（（産業産業産業産業新聞新聞新聞新聞、、、、１０１０１０１０／／／／１１１１１１１１））））        

㈱飯塚鉄鋼（姫路市、岩城正治社長）は先月２０日から、鋼材センターの拡張工事を

開始した。既存建屋の隣接地に倉庫棟を建設するもので、完成は１１月末。完成後、拡

張部分には切板用の母材を在庫する予定で、センターの在庫保管能力は現状比 5000 ﾄﾝ

増の 7000 ﾄﾝ体制になる見込み。同社は、本社工場にプラズマ、レーザ、NC溶断機な

ど各種加工機を多数持ち、建機、産業機械、重電、造船関連向けなどに切板・開先加工

を行っている。 

 

業業業業    界界界界    短短短短    信信信信    

（（（（２４２４２４２４年年年年１０１０１０１０月月月月～～～～１１１１１１１１月月月月）））） 

 



「業界短信 H24年 10月～11月」              http://www.tekkoo.net/zsk 

全国厚板シヤリング工業組合 2 

中部鋼鈑中部鋼鈑中部鋼鈑中部鋼鈑・・・・本社工場本社工場本社工場本社工場、、、、周辺環境対策周辺環境対策周辺環境対策周辺環境対策をををを強化強化強化強化（（（（鉄鋼鉄鋼鉄鋼鉄鋼新聞新聞新聞新聞、、、、１０１０１０１０／／／／１１１１９９９９））））    

中部鋼鈑㈱（名古屋市中川区、太田雅晴社長）では、周辺環境に配慮した工場づくり

の取り組みが進展している。周辺の市街化が進む本社工場では、騒音、振動の監視施設

を今期中に増設計画のほか、環境パトロール、太陽光発電事業への参画などを進めてい

る。また、近隣住民を対象にした説明会や工場見学会モ毎年実施し、理解を深めている。

同社では先週、近隣住民を対象とした工場見学会と環境対策の取り組みに関する説明会

を開催。近隣の複数の町内会役員など約３０名が参加した。付近住民に理解してもらう

ことを目的に、200７年から継続実施しているもの。騒音、振動を監視する施設も年度

内に増設してゆく計画のほか、太田社長が陣頭で状況を確認する環境パトロールにも力

を入れてゆく方針だ。また、建屋の耐震性能向上策も順次展開する。 

 

村山鋼材村山鋼材村山鋼材村山鋼材、、、、独自商品拡販独自商品拡販独自商品拡販独自商品拡販、、、、月月月月１１１１万万万万 5000500050005000トンへトンへトンへトンへ（（（（鉄鋼鉄鋼鉄鋼鉄鋼新聞新聞新聞新聞、、、、１０１０１０１０／／／／１９１９１９１９））））    

村山鋼材㈱（東京都大田区、村山和雄社長）は、１０月からスタートした今６１期の

厚中板販売量について前期実績見込み比約１０％増の月間１万５千ﾄﾝを目指す。製販一

体による販売体制を武器に、オリジナル商品の「レーザ切断用鋼板」の拡販に注力。特

に自販比率の拡充を推し進め、中小規模のエンドユーザー向け新規開拓を強化する。自

販は同３０％増の月間３千ﾄﾝが目標。 

 

松田商工松田商工松田商工松田商工、、、、円錐曲円錐曲円錐曲円錐曲げげげげ専用機導入専用機導入専用機導入専用機導入（（（（産業産業産業産業新聞新聞新聞新聞、、、、１１１１１１１１／／／／２２２２））））    

㈱松田商工（浦安市、松田学社長）は、来年３月を目処に、円錐曲げ専用機を１基導

入する。これまで円錐ホッパーは半円錐形状の２つの部材をセットにして供給してきた

が、これを最終製品に近い円錐タイプ一つで供給できる。また、極厚曲げに再度注力し

ているほか、年内を目処にステンレスの曲げ加工に乗り出したい考えで、２次加工比率

を現在の４０％から５０％に引き上げる。 

    

ミユキミユキミユキミユキ鋼材鋼材鋼材鋼材・・・・結城事業所結城事業所結城事業所結城事業所、、、、レーザ３レーザ３レーザ３レーザ３台体制台体制台体制台体制にににに拡充拡充拡充拡充（（（（鉄鋼新聞鉄鋼新聞鉄鋼新聞鉄鋼新聞、、、、１１１１１１１１／／／／１３１３１３１３））））    

    ミユキ鋼材㈱（川崎市川崎区、小林茂社長）は、結城事業所の厚中板一次加工態勢を

一新する。最新鋭の大型レーザ３台を、今秋から来年末にかけて段階的に新設・更新。

すでに１台は１０月末に操業を開始した。切板のロットが細かくなり、枚数は増加。し

かも形状や単重が小さくなる傾向にある。シビアな穴あけ真円精度も要求され、こうし

た注文にはレーザ切断の特性が生かせることから、従来の２台から３台体制とする。 

これに先駆け、大型プラズマ切断機を撤去。空きスペースを材料置き場として活用する

ことで、配換え作業の効率化・スピードアップはもちろん、母材と端材、規格ごととい

った厳格管理も行えるようになった。受注内容に応じて最適設備を選択し、最大効果に

繋がる高効率加工体制と構内物流を順次、整えていくことになる。 

 

菰下鎔断菰下鎔断菰下鎔断菰下鎔断、、、、矯正矯正矯正矯正プレスプレスプレスプレス更新更新更新更新（（（（鉄鋼新聞鉄鋼新聞鉄鋼新聞鉄鋼新聞、、、、１１１１１１１１／／／／２１２１２１２１））））    

 ㈱菰下鎔断（大阪府、菰下千代美社長】は来期（１４年３月期）投資として来年度夏

予定で１千ﾄﾝヒズミ矯正プレスを更新する。既存矯正プレス機は稼働から約４０年が経
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過しているため老朽化に対応する。同社の月産量は約３千ﾄﾝ。本社及び第２工場のほか

北陸事業所、玉野事業所がある。前期は昨年３月にレーザ溶断専用の本社第２工場を新

設。今期は小ロット化対応などを狙って本社工場に小型ガス溶断設備を増設し、更に老

朽化対応のために大型ガス溶断設備も更新した。同社は老朽化対応のほか、近年若返り

が進んだことから「人材育成」に注力。菰下社長は「厳しい環境の中で臨機応変に対応

していける人材を育てていきたい」と話す。 


